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清代帆船の山東沿海航運について
松 浦 章
一緒言
清朝末期の光緒三十二年に当たる明治39年 (1906)の10月13日に提出された
『各国事情関係雑纂』支那ノ部，天津，第一巻に収められた伊集院彦吉の報告
に「沿海「ジャンク」貿易」の項目が掲げられ，明治37年， 38年 (1904,
1905)当時における北の大港天津を中心とするジャンク貿易の事情を述べた中
に，
外洋ノ「ジャンク」貿易ハ近来，大二其数ヲ減ジタリ。従来寧波，福建等
ヨリ紙茶，竹，竹器，酒煙草，木材等ヲ積載シテ天津二掏テ出発スル
「ジャンク」ノ数非常二多カリシモ，近来汽船業者ノ圧倒スル処トナリタ
リ1)
とある。ここでは20世紀初頭の天津を中心とした帆船による航運状況が述べら
れているが，汽船の登場によって大いに影響を受けてはいたが，なお帆船航運
の実力が見られたことがわかる。さらに天津に限定せずに，天津に隣接する山
東半島沿海の航運事情についても見てみたい。
山東における帆船の航連状況については， 1942年に発表された堀内清雄の「青
島を中心とするジャンク貿易事情」2)があり，ジャンクの種類や形態，ジャン
クの活動範囲，貿易額，貿易品について，また堀内清雄は「青島に於ける船行
事情」（上）（下） 3)においても，民船の航運業に関係する仲介菓者である「船行」
について，その機能や経営規模そして経営の内部形態に関していずれも現地調
査に基づいた報告をしている。これらは現在でも貴重な記録としての価値は
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いと言える。
そこで本稿は，清代の史料を中心に山東沿海の帆船航運の状況について考察
してみたい。
二 清代渤海沿海の航運
山東半島北部海域は渤海湾であるが，その渤海湾における航運状況について
見てみることにする。北京に近い天津には毎年華南の福建や広東方面の海船が，
その年に生産された砂糖等の物資を積載して来航していた。毎年の記録は不明
であるが，残された断片的な記録から天津には毎年に南方からの帆船が入港し
ている。その具体的事例は，清代官吏の報告からも知られる。既に碓正年間に
おける天津入港の海船に関しては，香坂昌紀やシンガポールの呉振強 (Ng
Ching-Keong)によって検討されている 4)。そこで乾隆年間以降の天津に入港
した海船に関する記録を掲げてみたい。
乾隆元年 (1736)八月初八日付の長蓋巡聾御史兼官天津紗閥事務の三保の奏
摺5)によると，薙正十三年 (1735)八月四日より乾隆元年八月二日までの一
年間に，
進口間船七十八隻，倶先後抵開，係福建商民装載松糖• 白糖・枝圃• 狂連
紙・粗碗等貨物。
とあり，天津へ入港した福建船は78隻にのぼり， これらの船は全て福建商人の
釆配になるもので，松糖や白糖，枝圃，狂連紙，粗碗などを積載し天津にもた
らした。
乾隆十年 (1745)五月十七日付の直隷総督高斌の奏摺6)によると，
査天津開，毎年額税銀四萬四百六十四雨， ・・・値間船旺盛之時，共到間船
ー百零五隻，報解盈餘銀二萬ー百餘雨，•••今査天津開盈餘短少，該監督
所稲，因上年閾商目親直隷歓収所運貨物難錯，是以間船稀少，貨税無多，
・・・所到閏船輸税者，止有三十隻，此因地方年歳荒歓所致之賓在情形也。
とあり，毎年天津に入港する福建船は100隻以上にのぼり，これらの船によっ
てもたらされる貨物税は天津常開税額の総収入の半数近くを占めていた。しか
58 
清代帆船の山東沿海航運について（松浦）
し乾隆十年頃は天津周辺地方における凶作のため，南に持ち帰る貨物が無いと
され天津に来港した福建船は僅か30隻にとどまっていたことが記されている。
帆船航運に際して往復に積載するべき貨物が無いのはいずれの時代においても
船舶運航の面からも経済活動の面からも大いに不利であった。
その後， 36年後の乾隆四十六年(1781)六月初二日の西寧の奏摺 7)によると，
伏査天津闊毎年南束船隻，並糧船随帯及各口貨物徴収税銀十分之七，福建・
廣東貨船徴収税銀十分之三，此歴年塀理賓在情形也。・・・因節気梢遅，風
信未順是以閲船僅到隻二隻徴収税銀二百九十三雨零。比較上年火利懸
殊共短少盈餘銀二萬八千六百九十零。
とあるように，天津常関に入港する船舶による税収の内，福建や廣東からの海
船によるものが全体の三分の一を占めていた。ところが，乾隆四十五年六月か
ら一年の間には，天候不順のためか僅か二隻の福建船が入港したのみで，その
税収は293雨であり，前年の1%ほどであって殆ど零に近い大減収であった。
嘉慶二年 (1797)正月二十七日付の董椿の奏摺8)において，
伏査天津隻徴収税課，向頼間・舅海船束津貿易為大宗，侮年進口閏・腐各
船均有ー百数十隻至ー百隻上下，通年比較方無短期細，上年間船到津僅
五十九隻，鼻船覚無一隻進口，並有間船帯運官穀，在洋遇盗，不及到夏門
置貨，馳至天津。
とある。乾隆年間において侮年一般に天津へ来航する海船は百数十から100隻
前後にのぼっていた。毎年変動はあったものの，嘉慶元年 (1796)に天津に来
航した福建船は59隻であったが広東船の来航は1隻も見られなかった。減少
した原因は海上に出没する盗賊，即ち海盗の横行によるためとされた。福建船
の中には政府の御用米を輸送するため，慶門において貨物を積込むことなく天
津に直航したため，貨物税の対象となる搭載品が少なかったことが知られる。
これらの奏摺からも明らかなように天津関において徴集される税課は，消代康
煕年間末から福建や広東の海船による天津への来航に依存していたことがわか
る。そして侮年天津に来航する福建や広東からの海船は平均110余隻から100隻
前後にのほっていたのである。華南方面の物資を積んで海上を南方から北上し
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てきた帆船が，一年に100隻も天津に入港していたのである。さらに道光六年
(1826)年以降に天津に入港した長江河口の上海方面から政府御用の米穀等を
輸送してきた船舶である沙船は数百隻にも達した 9)。これら南方から天津へ来
港してくる船員達のため，海上航路の安全を祈念するための天后宮が天津の中
心部の海河沿いに設けられている10)0 
天津にあった日本領事館の伊集院彦吉が明治39年 (1906)10月13日に作成し
た報告中の「沿海「ジャンク」貿易」において，
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外洋ノ「ジャンク」貿易ハ，近来大二其数ヲ減ジタリ。従来寧波，福建等
ヨリ紙，茶，竹，竹諾，酒煙草，木材等ヲ積載シテ天津二向テ出発スル
「ジャンク」ノ数，非常二多カリシモ，近来汽船業者ハ圧倒スル処トナリ
タリ。原来「ジャンク」輸送ノ特点ハ，唯其運賃ノ低廉ナルノミナレトモ，
保険菓者ガ，海上保険ヲ附スルコトヲ好マザルト，仮令保険ヲ附スルモ其
率ハ殆ンド禁止的ノ高率ヲ課スルガ為メト，且清園海軍ノ衰亡二依リ，沿
海海賊ノ危険多キト其運搬二要スル時日ノ不定ナル点二於テ，到底汽船ノ
敵二非ズ。
従来鴨緑江ヨリ木材ヲ積載シテ天津二輸入シタル「ジャンク」ノ数ーケ年
数百ヲ以テ数フル程ナリシモ， 日露戦争以前ヨリ木材ノ輸入杜絶シ，平和
回復後ノ今日二至ルモ未タ一般ノ入港セルモノナシ。尚ホ従来大東溝，安
東縣ハ開港地二非ザリシヲ以テ，特別ノ認可ヲ受ケタル汽船ノ外ハ入港ス
ルコト能ハサリンモ，今回同港解放ノ結果，将来汽船ニテ輸入スル木材少
カラサルベク，従テ日露戦役前ノ如キ「ジャンク」ノ盛況ヲ見ルコト能ハ
ザルベシ。
近来天津及大泊二於テ諸種ノ名義ノ下二賦課セラルル税金少ナカラザルヲ
以テ，其重税卜繁雑二堪へ兼ネ従来大泊二入港シタル「ジャンク」モ近来
山東省新黄河（大清河）ノ河ロナル程子口（又名大山口）河南及山西ノ諸
省二貨物ヲ輸送スルモノ多キヲ加ヘタルモ，大泊二入港スル「ジャンク」
ノ数ヲ減シタル大原因ノーナリ。（汽船ノ航行シ能ハザル未開港地卜大泊
間ノ「ジャンク」貿易ハ，数年前卜同ジク盛ンニ行ハレッツアリ。）
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明治三十七，八年中大泊輸出入ノ「ジャンク」数ハ左ノ如シ。
船別 摘 要 三十七年三十八年
南洋ジャンク 寧波福建ヨリ雑貨木材ヲ積載シタルモノ 三四 二九
北洋ジャンク 螢D,遼東半島，芝架ヨリ来ルモノ
（鴨緑江ヨリ木材ヲ積ミ来ルモノヲモ含有ス） 三三三 一九五
，二五ニ11)塩船 ―四五――- -
と，明治37年， 38年 (1904, 1905) における天津の帆船貿易の状況を述べてい
る。天津には寧波や福建からの帆船によって紙や茶，竹，竹器，酒，煙草，木
材等の物資が運ばれて来た。さらに天津は渤海湾に面していたことから東北沿
海との航運関係も密接であり，対岸に当たる遼河の河港である螢口や遼東半島
の諸港との関係も緊密であった。
渤海における沿海航運の状況を詳細に知る資料は少ないが， 19世紀末の状況
については光緒二十三年十月初一日，西暦1897年10月26日に天津の紫竹林海大
道で創刊された『園聞報』に渤海沿海の航運の一端が記録されている。『國聞報』
第43号光緒二十三年十一月十四日付の「螢口新聞」には，
停塀布疋0大尺布又名沙布，係蘇省通朴l及海門雨属所出，近年沙船商人装
運到螢，計毎件布二千五百尺，本銀約三十雨。
とある。遼河の河港である螢口に毎年江南方面からの沙船が長江口の通朴lや海
門などで生産された「大尺布」や「沙布」と呼称された綿布を運んで来ること
を伝えている。
螢口に陸揚げされたこれら綿布の販路に関して，『國聞報』第471号， 1899年
2月26日付「螢口新間」の「布貨滞鎖Jには，
大尺布産自江南通）、卜l. 海門磨，去年布客由上海運到者計二萬餘件，冬季錯
路，大滞存貨頗多，窺思遼陽・藩陽• 吉林• 長春・雙城・賓州・呼蘭・緩
化各府襄州等城鎮，向鮪此布，近聞積貨甚属蓼蓼，一経天時和暖，各路商
販定富争先就道突。
とあるように，江南産綿布の販路は現在の東北三省の遼陽，藩陽，吉林や長春
などの内陸部にまで及んでいたのであった。
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さらに『國聞報』第61号， 1897年12月25日，光緒二十三年十二月初二日付の
「螢口新聞」に，
衛船沈没〇螢口訪事友逓束書云。天津益隆琥某衛船，由津装載鐵鍋牛皮等
物，開馳来螢，将到口門，被腿風瓢至復州界紅涯子洋面，施被沈没，船中
三十餘人，遇救者僅十二名，餘皆従屈大夫逝突。
とあるように，天津にあった益隆琥が所有する衛船が天津より鉄鍋や牛皮など
の貨物を積載して螢Dへ赴くが，螢口に入港する直後に大風に遭遇して沈没し
乗員30余名のうち，救助されたのは12名のみであった。この海難事故の記録か
ら天津における帆船の船式である衛船の航運活動の一端が知られる。この衛船
の積載能力に関して，魏源の「復魏制府詢海運書」によれば，清代後期の海運
に関して，
海運之事。•••天津衛船。自千石以至三千石者。不下二千琥。皆堅完可用。
通算毎船載米千餘石。一運即可二百餘萬石12)。
とあり，天津の衛船の中には， 1,000石から3,000石もの積載能力があり， 2,000
隻を下らない隻数があり，いずれも船体が堅固であると見られた。
直聞報』第436号， 1899年1月13日「螢D新聞」には，
進口船敷〇螢口自開河迄封河，進口輪船共四百五十四艘，内計糧船四艘，
煤船三十一艘，雑貨船四十六艘，餘皆装載洋貨。又有央版船十四艘，他若
改売船ー百八十六艘，杉船ー百八十七艘，寧波船七十二艘，東船二十九艘，
後尚有運載鉄路木料之輪船十餘艘，不在此敷。
とあり，遼河の河港である螢Dに，遼河が解氷すると汽船のみならず，各地か
らの帆船も来航した。杉船とも呼称された江南の沙船が187隻，寧波船が72隻，
山東からの帆船である東船が29隻の来航が見られた記事が掲載されている。山
東の帆船も螢口への航運を行っていたのである。
このように，天津や東北沿海における帆船の航運活動は活発に展開していた
ことが知られ，それは山東半島沿海諸港にもその経済効果は波及していたこと
は歴然であろう。
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― 清代樅案に見る山東沿海における帆船航運
山東の航運の一端として，道光二十五年 (1845)刻『重修膠朴l志』巻十五，
志四風俗に，「商大者曰装運。江南・闊東及各海口，皆有行商」13) として見
られるように，膠州は江南方面や東北沿海の各港口との航運による連携が頻繁
であったことが知られる。同書，巻一，園全海腫園序には，
康熙十八年，海州雲豪初復給事中丁泰請弛海禁略曰，由膠朴l抵雲壼山，僅
半日程。南至廟濡鎮• 裏河口，通淮揚，亦一日可轄運米豆，南北互清，猶
不過轄舟，沿岸賓糧百石而止，連植大艘未嘗至也。其後海氣靖而禁防弛，
遂為商船輻較之所，南至閻廣北達14)0 
とあるように，膠州から江南沿海には山東半島沿海に沿っての航運は比較的簡
単であった。その後，遷界令などの海禁が解除されると，大型の商船が航行し
福建や廣東北部の港口まで航行するようになったとされるように，康煕年間後
半に膠州を基点とする山東の航運が活発化していったと考えられる。
特に，近代以降の中心的な港口となる青島は，清代には即墨縣に属していた。
同治十三年 (1873)刻『即墨縣志』巻ー，方輿，島嶼に，
東海環園東南雨面以山為岸，諸麓咸在巨浸，女姑口，金家口為海舶所泊，
顔武島董家溝為筏網所緊，島外大洋為商帆所由15)0 
とあり，即墨縣の西には帆船の来航に適した女姑Dや金家Dなどがあった。さ
らに，近海の島嶼部は大型の海洋帆船が寄港するに適していたとされる。なお
青島は同書に「青島，縣酉南百里」16)' 同書巻四武備，海口にも「青島口，
縣西南百里」17) とあるのみで詳細は記されていない。しかし，航運が無視され
ていたのではなかった。同書，巻十，藝文，文類中に収録された萬暦六年から
九年まで即墨知縣であった許艇18)の「地方事宜議」の通商には，
本縣係本省之末邑，僻居一隅，輿海為隣，既非車穀輻庫奏之地，絶無商買往
来之踪，近城市者，別無生理。止以耕田度日，濱海洋者，田多聾鎌，則以
捕魚為生。...本縣淮子ロ・董家濡諸海口，係淮舟必由之路，而陰島・會
海等社，則海口切近之郷19)0 
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と記しているように，郎墨縣の発展は近代以降ではあったが，その地理的様相
は既に定まっていたといえるように，江南からの船舶にとって寄港に適した地
理的に位置にあった。
薙正七年 (1729, 享保十四）閏七月二十三日付の補授漕運穂督署理浙江穂督
印務性桂と浙江観風整俗使署巡撫事察仕形の奏摺に，
至間・廣輿江浙陸路鴬隔，惟海道易通，而近年洋面安静，即強窺等案，亦
甚稀少。
とあるように，福建• 廣東と江南・浙江では陸路では大変不便であるが海路に
よれば比較的簡単に往来ができることを指摘している。
特に海上に孤立する台湾の場合については，大陸の一部と交通するに際して
ぱ必ず船舶が必要であった。黄叔嗽の『赤嵌筆談』に台湾から北の海域におけ
る航路に関して次のように記されている。
齋溝至彰湖，五更，彰湖至榎門，七更，夏門至上海，四十七更，寧波近上
海，十八更。倶由慶門経料羅，在金門之南澳可泊敷百船，沿海行至恵安之
崇武澳泊船可敷十，経i眉洲至平海澳，可泊船敷百，至南日澳，僅容敷艘。
南日至古嶼門，従内港行，古嶼至珠澳，復沿海行，二地皆小港。南日，古
嶼東，出没隠見，若近若遠，則海壇環峙諸山也。白犬，官塘，亦可泊船。
至定海，有大澳泊船百餘。至三沙峰火門，北闘澳亦如之，此為間，浙交界。
至金香，鳳凰三弁，石童，雙門，牛頭門，虚沿海行，至石浦所，胤熊洋，
崎頭門，舟山，登屑澳，盟依内港。其登暦澳之東，大山畳出，即舟山地，
赴上海寧波至此分鶴，従西由定海閥進港敷里即寧波，従北由羊山放
大洋至釦松進港敷里即上海。九月後，北風盛，尤利渉。自登屑澳従西北放
小洋，四更至乍浦，海邊倶石岸，北風可泊於羊山嶼。向北過崇明外五條沙
縛西，三十四更入膠州口，過崇明外五條沙封北，三十二更至成山頭。向東
北放洋，十一更至旅順口，由山邊至童子溝島，向東沿山七更至蓋州，向北
放洋七更至錦州府。
とある。台湾から慶門まで七更，履門から上海までが四十七更，長江口の崇明
島から膠州口までが，三十四更であった。そうすると福建の履門から山東の膠
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朴l口までが八十更ほどの距離になる。台湾から福建や江南さらには山東までも
帆船によれば交通が可能であった。
まだ清・梁章距撰『浪迦叢談』巻四日本に，
慶門至長崎，北風由五島入，南風由天常入，水程七十二更，海道以更計里，
一畳夜為十更云。其輿中國貿易者，長崎島為百貨所緊商旅通焉。
とあり，清代の対日貿易の例を記しているが，屡門から長崎までが七十二更で
あった，当時の帆船で一昼夜に十更を航行するとしており，順調であれば7日
余りで腹門から長崎に到着したことがわかる。このことから慶門から山東の膠
州口まで順風であれば8日ほどで到着したことになる。
さらに『重修豪溝府志』巻一，封域，山川，附考によれば，
慶門至彬湖，水程七更，彰湖至鹿耳門，水程五更。志約六十里為ー更。
とあるように，一更は陸上の六十里約3kに相当すると見られていた。
それでは，山東半島の海口の状況について見てみることにする。
碓正四年 (1726)八月初四日山東巡撫陳世倍の奏摺によれば，
登州穂兵官黄元験謹奏•••看得東省海洋北逹天津，南通江浙，封渡係盛京
地方綿長二千餘里。膠州向為南汎，登州向為北汎。康熙四十三年間，始倣
浙省船式打造趨曾船十隻。現今追撃守備各帯船五隻兵二百五十名，分駐登
膠二虞，毎年屈期，出哨遊巡。凡南束海船，欲往膠州，必先由震山衛，経
過膠州近。
とあり，山東省は海洋に面していて北は天津へ南は江南・浙江へさらに東は東
北にも達していて，海防では南の膠州，北の登州に海防の拠点があった。山東
沿海に来航する沿海商船については，同奏摺に，
査得東省進口貨物，原止有紙張・磁器・布疋• 棉花。出口貨物，亦止豆・
棗・随•猪魚窯居多。並無大商洋貨。
とあるように，山東に来航する商船によって紙類や磁器や織物や綿花がもたら
され，山東からは豆や棗そして塩乾魚などが運ばれていたことがわかる。
この山東に来航していた福建の商船について薙正六年 (1728)九月二十五日
付の浙江総督管巡撫事李衛の奏摺に，
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白鍾山覆梢，査係福建商人鳥船，牧入膠朴I,投牙貿易等語，似非別項奸匪，
•••至前摺所指洋商三人，皆原籍湖什I, 而久在蘇郡貿易者20)。
とあり，福建の商人が尖底型海船の鳥船に搭乗して膠州へ来航した。これらの
商人は浙江省の湖州に原籍を有しているが，永らく蘇1-,1において貿易活動をし
ているものであった。
薙正六年十一月十八日付の河東総督田文鏡の奏摺では，
薙正六年七月初六日，有海商福建惰田縣人麿逢春・ 陳日昇・臭徳瑛，各領
琥票，各駕鳥船一隻，装載糖布姻紙等物，至膠州発賣回貨，遭遇北風，将
船暫泊膠州之古鎮口外桃林溝虞，候風初七日駕脚船入口上岸， .•. 将船駿
進膠州港口，投王元順行内， •.. 21) 
とあり，福建甫田縣の麿逢春・陳日昇• 呉徳瑛らが鳥船に砂糖や衣類や煙草や
紙類などを搭載して膠州に来航していた。そして膠州では彼らと取引する王元
順という牙行がいたことが知られる。
それでは膠州の港とはどこであったろうか。これに関して『高宗賓録』巻
三百七，乾隆十三年 (1748)正月辛亥（二十六日）に，
査河南省漕糧内，粟米共十一萬四百七十二石零。應於天津北倉漕米内。湊
撥米八萬九千五百二十七石零。以足二十萬石之敷。准阿里衰杏稲，東省乏
員赴運。自應直隷委員運送。惟是各海口，如諸城縣宋家口，及膠州塔埠口，
地輿江南之荻水口相近。遠隔登州大洋。現在天津海船。不過装米四五百石。
並非大洋巨艦。且位東南風多之時。萬ー疎虞阻濡。韓誤賑需。應照上居之
例。分運至披縣，昌邑，利津，三虞海D。兌交東省。兄派熟諮之員。酌量
水陸近便程途。轄運各虐。報聞。
とあり，河南省の税糧を輸送するに際して，陸上輸送と海上輸送の両方を使用
することを考えられた，その陸上と海上との接点の港の候補地として考えられ
たのが膠州の塔埠口であったことから，塔埠口は膠州では衆知の港であったと
見ることが出来よう。
塔埠口は謬州湾東北に位置し，膠州府の港として機能していたが，現在は埋
め立てが進み埠頭の跡は不明である。
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この膠州を台湾海峡から日指した人物として許闇の事績が『金門志J巻九，
人物列伝，孝友に見える。康熙三十年 (1691)のことであるが，
許開，後浦人，兄元領官糖往膠州，船遭風砕，元亦病故。
とあり，許開は金門後浦の人であったが，政府御用の砂糖を精載して膠州へ赴
くが海難に遭遇し， さらに兄の許元も病死したとある。
道光『夏門志』巻六，憂連略，専運には，
夏季南風司令，在豪各船，往往載貨，全寧披，上海，膠州，天津，速者或
至盛京，往返半年以上。
とあり，夏季には台湾の各船は貨物を積載して浙江の寧波，江蘇の上海，山東
の膠州，そして天津さらドは東北まで赴いていた。その航海は一年に紺航海で
あった。
このような沿海海船は賀長齢「皇朝経世文糧』巻四十八，戸政二十，漕運下
の収録された「復魏制府詞海運書魏源」によれば，
今上海沙船。及浙江蟹船三不像船。並天津衛船。自千石以至三千石者。不
下二千琥。皆堅完可月Q
とあり，上海の沙船や浙江の蟹船や三不像船そして天津の衛船などであり，こ
れら洵船の積載の能力は千石から三千石と見られていた。
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写真① 青島市博物館蔵『南北則例本』出口貨税規
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膠州・女姑口に来航した福建船と見られる鳥船等の税規則に関する記録を山
東社会科学院の王賽時氏が紹介されている。その史料は青島博物館が所蔵する
膠州東湾岸の女姑Dの億亭商琥の道光二十五年 (1845)抄本の『南北則例本』
である22)。『南北則例本』は二十餘の項目に分かれ，大鳥船の進口官費，使費，
沙船の進口費や出港貨物税，出港貨税銀などの項日がある。現在青島博物館に
展示されている同書は，「出口貨税規Jであるが，それによれば，膠州湾岸の
女姑口からおそらく山東半島以南の沿海地域に搬出された豆子，豆餅，豆池，
披猪，花椒，花生，核桃，杏仁，瓜子，青餅，紅棗，山査などの産品名が見ら
れるのである。
これには明らかに福建系の尖底型海船の鳥船や平底型海船の税則などが見ら
れることから，膠州湾岸の港がこれら鳥船や沙船の来航が顕著に見られると同
時に，膠州が江南や華南沿海地域との物流の重要な基点となっていたことの重
要な証拠となろう。
四 近代青島の沿海帆船
山東省沿海における大陸沿海地域との関係は民国時代になっても同様であっ
た。民国17年 (1928) の『膠澳志』交通志，航運によれば，
帆船往来沿海各口岸，以海州為最繁，民國八，九年増至七，八千隻，可載
二百餘萬至三百萬担。
とあり，膠州湾の最大の航運先は江蘇省の東北隅にある海州であり，現在の連
雲港であったと思われる。しかし，山東以南の各地からの船も多く見られた。
同書に，
釣船 叩福建船。大者，装貨ーニ千櫓乃至六千摺。小者二千拇内外。毎艘
船員二十五人以上。福建船初禁赴山東貿易。故来者恒在寧波・象山縣男行
領取牌照，所載貨物，進口以紙為最。往年盛時歳載十六七萬担。其次則竹
枠，陶器，花煎，砂糖為主。出口則載豆落花生，米，落花生油，胡桃，甜
瓜，粉條，柿餅，薬材等項，回南販包。
と見られ，福建船は当初山東への来航を禁じられていたので，浙江省の寧波や
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象山縣において通行証を手に入れて来航していた。その積荷は紙類即ち福建産
の紙が最大の占有率であった。その他に竹材や陶磁器，花席，砂糖などがあり，
帰帆には山東産の穀物類が占められていた。また寧波からは，同書に，
寧船 即寧波船。由浙江之郵縣・鎮海束者偽多。其形状典釣船相等。但船
罷梢狭小。｛載貨物多属塔埠頭・女姑口等虞土産商委托販賣。進口後即時装
卸開回南方。
とある。
江南の沙船についても同書に記されている。
沙船 江蘇境内之船。多属於此概属平底。是其構造之特徴，分大中小三級。
大級者往来上海。容量約二千万六百櫓。船員二十人内外，装束之貨物，多
為棉花。空船開回為常。中級者，容量一千五百掬。船員二十人。大都内堕
城•海州，装｛載棉花・芝繭進口。蹄程則｛載洋廣雑貨火柴豊油出口。小級者
六百櫓左右。船員六名上下。由青口• 海州，装胡桃• 芝蹄．穀類進口。秋
季則装水菓。出口其餘季節無貨則空船開回。
とあるように，江南からも平底型海船である沙船が来航していた。沙船は3種
類に分類され，大型中型，小型とあり，大型は2,500~2,600擁の積載能力が
あった。中型は1,500擁小型は600擁前後であった。多くは江蘇省東北隅の青
口• 海）小!, 現在連雲港付近から来航してきた。これらの沙船の積荷の多くは雑
貨類であり，帰帆には山東産の胡桃や芝繭・穀類などであった。
それでは山東の記録にはどのような事例が見られるであろうか。
青島椙案館に『膠海関，民船注冊 1938一 1943』という簿冊が所蔵されてい
る。これらの一部を整理すると次の表1-2,1-2になる。
膠海関，民船注冊に見る船籍登録船舶抜粋表 表1-1 
註冊号砥 船名
国籍証明書発給
航行路線 懺重
船身主要尺寸 業主
機関日期及号砥 長寛 深 姓名
膠4714 王増興 無 国内沿海 31 6.63 2.29 0.69 王増興
膠4734 金恒発 価‘’ 国内沿海 478.6 19.76 4.8 1.91 i番廣村
膠4812 呉復盛 無 国内沿海 376 17.53 4.06 1.96 呉復盛
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膠4930 慮祥利 12773号 国内沿海 446.9 19.17 3.96 1.95 慮樹林
膠4942 張萬利 無~ ヽ 国内沿海 372 19.15 4.11 1.78 張志籠
膠4945 張得利 価‘ 国内沿海 323 17.91 4.06 1.68 張志奎
膠4947 金登順 佃• ヽ 国内沿海 311 17.68 3.84 1.72 黄桂芝
膠4989 金恒興 無 国内沿海 415 17.53 4.57 1.96 王清廣
膠4990 何永隆 無‘ 国内沿海 314 17.84 3.96 1.68 何元義
膠4996 開有智 無 国内沿海 69 8.84 2.89 1.02 概有智
膠14001 子守進 無ヽ 国内沿海 26 5.59 2.13 0.84 子守進
膠14019 金披順 無 国内沿海 296 18.74 4.27 1.39 荘林華
膠14020 金源泰 無 国内沿海 583 22.08 4.88 2.01 陳顕夫
膠14021 子湧利 無 国内沿海 349 18.19 3.96 1.83 子子華
膠14037 i番長発 無 国内沿海 558 20.73 4.88 2.08 i番舜華
膠14076 許復利 無 国内沿海 503 19.2 4.73 2.09 許法桐
膠llOl 金生利 無 国内沿海 1463 26.82 4.81 2.93 敦興伯
膠1076 金隆泰 無 国内沿海 820 21.91 5.49 2.35 呉達夫
交通部帆
膠4806 陸同順 字415822 国内沿海 1049 26.4 5.79 2.59 陸同順
年6月25日
東姻1630 胡興順 佃• ヽ 国内沿海 902 21.34 4.72 2.36 王亥功
膠海関，民船注冊に見る船籍登録船舶抜粋表表1-2
註冊号砥 船名
業主 停泊地点
姓名 住址 船主 住址
膠4714 王増興 王増興 海陽徐家村 同 同 青島小港
膠4734 金恒登 濯廣村 南通呂洒 干章臣 南通呂洒
膠4812 呉復盛 呉復盛 江蘇東台縣 呉道生 江蘇東台縣 青島小港
膠4930 慮祥利 慮樹林 江蘇南通呂洒 同 同 青島小港
膠4942 張萬利 張志龍 如皐堀港 如皐堀港 如皐堀港 青島小港
膠4945 張得利 張志奎 如皐長沙港 如皐長沙港 如皐長沙港 青島小港
膠4947 金登順 黄桂芝 江蘇常熟滸浦
江蘇常熟滸 江蘇常熟滸
青島小港
浦 浦
膠4989 金恒興 王清廣 江蘇東台縣 江蘇東台縣 江蘇東台縣 青島小港
膠4990 何永隆 何元義 江蘇如皐縣 江蘇如皐縣 江酵如皐縣 青島小港
膠4996 腿有智 糧有智 H照嵐口 櫨有智 日照嵐口 青島小港
膠14001 子守進 千守進
青島市陰島東 青島市陰島 青島市陰島
青島小港
大深 東大深 東大深
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膠14019 金登順 荘林華 江蘇崇明 江蘇崇明 江蘇崇明 青島小港
H蓼14020 金源泰 陳顕夫 江蘇崇明 陳顕夫 江蘇崇明 青島小港
l蓼14021 子湧利 子子華 江藍東台縣核 凋
江蘇東台縣
青島小港
港 核港
膠14037 i番長登~ i番舜華 江蘇如皐縣 李長如 江蘇如皐縣 青島小港
膠14076 許復利 許法桐 江蘇東台 施行泰 江蘇東台 青島小港
膠llOl 金生利 敦興伯 江蘇海）・!、1 敦興伯 江蘇海）、卜l 青島小港 元ポルトガル籍
膠1076 金隆泰 呉達夫
江藍太倉縣劉
王長餘
江蘇太倉縣
青島小港 元ポルトガル籍
河鎮 劉河鎮
膠4806 陸同順 陸同順 江藤塩城 陸同順 江條塩城 青島小港 業種変更
東姻1630胡興順 王亥功 江蘇清雲縣 王亥功 江蘇清雲縣 青島小港 業種変更
上記の表にまとめたのは， 日本が青島を占領した1936年以降の時代に登録さ
れたもので，ここに掲げたのはその一部である。この中でも最大の帆船は，膠
1463の金生利船である。全長26.82寸で積載重量が1,463噸であった。全長26.82
尺深さ2.93であり全長と深さの比率が9.15:1であることから平底型海船であ
ったと考えられる。業主は江蘇省の海州に住む敦興伯であり，青島との間の航
運に従事していたと思われる。それに次ぐのが膠4806の陸同順船である。全長
26.4尺，深さは2.93尺と全長と深さの比率が10.19: 1とこれも金生利船と同様
に船体の細い平底型海船であったと思われる。この若干の事例からも， 20世紀
前半には山東省の代表的な港となった青島が，なお清代以来の江南沿海地域と
の連携が帆船航運と言う形態で持続していたことが明確に裏付けられると言え
よう。
これら青島に船籍を有し，または青島に基点を置いていた帆船がどの地域ま
で活動していたかについて青島椙案館に所蔵される次の記録から見てみたい。
青島は1914,.....,.1922年と 1938~1945年の二次にわたり日本の支配を受けている。
その後者の時期に作成された「民国三十五年 小港民船出口貨物噸数総帳貨
物別，向往地別，月別」が偽青島市港務局「小港民船出口貨物噸数総帳」23) と
して保存されている。その記録によって青島から民船によって沿海地域に搬出
された産品名が，貨物別，仕向地別と月別ごとに知られる。その中の清代以来
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の産品として量的にも広範囲に搬出さ
れていた翌餅について述べたい。豊餅
は青島の小港から民船によって沿海各
地に搬出された量は， 1年間に1,123.6
噸であった。その中でも最南端の沿海
地は温朴lである。温朴lには22.5噸の搬
出量が記録され，全体では2.0%であ
った。最大の搬出量は上海であり，
麟つ―-----~.~
279.4噸で約25%, それ~~次ぐのが降
'- 云 写真② 旧金家口天后宮展示の山東帆船
島が171.4噸で15.3%, 濱河が122.6噸
で10.9%, 寧波が117.4噸で10.4%と長江河口付近の港口が上位を占めている。
このことから20世紀前半においても山東と山東以南の沿海海域との強い結びつ
きが民船航運によりなお維持されていたと理解して良いであろう。
清代民国初期の帆船の例として現在青島市博物館に展示される金家口の天后
宮にあったとされる山東帆船の模型の写真（写真②）を掲げることにする。
民国35年 (1946)の偽青島市港務局「小港民船進口貨物噸数総帳」24)には，
各貨物の搬入先が記録されている。その一例として青島へ広範囲の沿海海域か
ら搬入された麺粉について述べてみたい。同帳に見られる地名と噸数は以下の
表の通りである。
1946年青島へ搬入された麺粉の搬入地及び噸数 表3
地名 噸数 地名 噸数
上海 2090.0 連雲港 1.0 
膠外l 4.8 陰島 6.8 
定海 51.0 膵家島 0.1 
滸浦 143.5 竹往島 0.1 
塙河 76.0 霊山衛 0.2 
崇明 87.4 新浦 0.6 
連島 17.6 石島 0.6 
呉i松 33.5 大橋島 0.1 
福山 1.0 ~ 霊山島 2.2 寧波 171.9 0.3 
嵐口 0.5 濠北頭 0.2 
合計 2689.4噸
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写真③ 現在の青島小港(2007年8月撮影）写真④ 現在の青島小港(2007年8月撮影）
青島へ民船によって1946年一年間に各地に搬送された麺粉の総数量は2689.4
噸であった。最大の搬入先が上海で2090.0噸，寧波が171.9噸，滸浦が143.5噸，
崇明が87.4噸濱河が76.0噸，定海が51.0噸呉松が33.5噸と連島が17.6噸であ
り以下は少数であるので省略するが，これらを％で示せば上海が77.7%,寧波
が6.4%,滸浦が5.3%,崇明が3.2%,濁河が2.8%,定海が1.9%,呉i松が1.2%,
連島は0.7%である。これで99.2%に相当する。最大の上海は現在の上海であり，
寧波は浙江省，滸浦は長江口に近い常熟市に属している。崇明は長江口の崇明
島潰河と呉i松は長江口にあり現在は上海市に属している。このことからも知
られるように青島との間で往来していた民船の航行範囲は山東半島沿海のみな
らず，江蘇省沿海から長江口，さらに南下して寧波まで及んでいたことがわか
る。
麺粉を搬出した最も南に当たる寧波が， 19世紀前半においてもなお膠州との
関係が密接であったことが，寧波において1920年に創刊されていた新聞である
『時事公報』の以下の記事から知られる。
『時事公報』 1922年6月28日付の「四明新間」の「膠泄飛i張之商困」に，「存款
被困，損失頗距」を見出しとして次のようにある。
寧波北琥衆商以膠州泄貼日i張存銀受困雖経該虞商会出而調停擬以銀本位
改為錢本位，其作伯既未持平且尤切賓根本救清辮法，后患正無已時為特手
日前略請商会請求専電膠縣商会設法維持，以救市面。経商会先后函電杏請
維絃采如下，致膠州商会電云据北競衆商略稲貴，虐禰貼漸i張，琥商存銀被
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困損失甚銅忌設法維持以救市面，肪切男函詳。
とある。寧波には寧波より北の海域における航運活動に従事した北琥商人集団
と，南の海域を対象にした南琥集団があった。このうち北琥商人集団は， 民国
になっても膠州商集団との関係を持続していた。その事例の一端が上記の記事
である。寧波集団が膠州集団との間において交わされていた為替相場の変動に
よる損失を如何に対処するかに関する記事であり， この記事からも膠州と寧波
とが密接な商業関係にあったことがわかる。それも清代以来形成されてきた沿
海航運による関係であったことは歴然である。さらに『時事公報』 1922年9月
30日付の「四明新聞」の「雨興輪撞壊山東船」の記事に，
―--.'..'"'-
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~-·· —- -写真⑤ 『時事公報』
1922年 9月30日記事
五 小結
本埠雨興輪船，昨晨四貼五十分鐘，駿至鎮海小道頭地
方，江面有山東船三艘，其一燃有船燈，餘均未燃，嘗
時適値屡雨交加，天色昏黒，該輪願水直馳，誤蟷其一
山東船，以致船首被損頗重，該輪船頭又暑有損傷，幸
均未傷人云。
とある。寧波を出帆した雨興輪船が鎖海に近い雨江上に
碇泊していた三隻の山東船の一隻に衝突した記事であ
る。ちなみに雨興輪船は寧波商人虞治郷が民族資本によ
り，上海・寧波間に創設した寧紹輪船公司の汽船であっ
た。この記事から1922年当時においても山東船が寧波と
の航運活動を行っていた明確な証拠になろう。
山東半島は周知の如く北は渤海，南は黄海に面して古代より海産に恵まれた
地であった。とりわけ清代になるとその海産のみならず，南部の沿海地域には
不足する穀物類を大量に産する地として注視され，それを目的とした沿海航運
が活発に行われ，その物流を支えていたのが清代の帆船であった。その状況は
20世紀になっても変わることなく見られたことは上記に示した現在なお青島椙
案館や，
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要な港口であった膠州は南部沿海地域との連携が重要視され深い結びつきが，
20世紀になっても見られた。その証拠が寧波において発刊されていた新聞から
も裏付けされるのである。
【付記】
青島市博物館の史料閲覧に関しては青島市社会科学院研究員の張樹楓氏，青
島椙案館の史料閲覧に際して中国海洋大学文学輿新聞偲播学院副院長の修斌教
授の協力を得た。さらに寧波の新間『時務公報』の閲覧に際して寧波大学専門
史研究所の王慕民教授，劉恒武副教授の協力を得たことを末筆ながら謝意を表
したい。
本稿は平成一九年度科学研究費補助金・基盤研究 (C)「清代帆船沿海航運
史の研究」（研究代表・松浦章）による成果の一部である。
注
1)外務省外交史料館「管内状況調査報告3」（各国事情関係雑纂・支那ノ部・天津 第一巻）
簿冊番号： B-1-6-280。
2)堀内清雄「青島を中止とする戎克貿易事情J『満鉄調査月報』第22巻第9号， 1942年9月，
115~137頁。
3)堀内清雄「青島に於ける船行事情」（上）『満鉄調査月報』第22巻第1号， 1942年1月，
69~95頁。堀内清雄「青島に於ける船行事情」（下）『満鉄調査月報』第22巻第12号， 1942
年12月 125~170頁。
4)香坂昌紀「清代前期の沿岸貿易に関する一考察J『文化』第35巻1,2号， 1971年。
Ng Ching-Keong: Trade and Society; The Amoy Network on the China Coast 
1683-1735, Singapore University Press, 1983. (呉振強『慶門的興起』）
5)中国第一歴史樅案館所蔵「株批奏摺 財政類 関税項」 MF18-734コマ。
6)中国第一歴史櫓案館所蔵「株批奏摺 財政類 関税項」 MF18-2242コマ。
7)中国第一歴史椙案館所蔵「株批奏摺 財政類 関税項」 MF20-868コマ。
8) 国立故宮博物院所蔵『宮中椙嘉慶朝奏摺』第三• 四輯 (5) 649下~650上頁。
9)松浦章『清代上海沙船航運業史の研究』関西大学出版部， 2004年11月。
10)松浦章「天津民族博物館・天后宮」『肝陵』（関西大学考古学等資料室） No.29, 1994年9
月。
11)外務省外交史料館「管内状況調査報告3」（各国事情関係雑纂・支那ノ部・天津 第一巻）
75 
闊西大學『文學論集』第 57巻第3号
簿冊番号： B-1-6-280。
12)賀長齢編『皇朝経世文編』巻四十八，戸政二十，漕運下。
13) 『中胴地方志集成』山東縣志輯39,鳳凰出版社・上海書店・巴蜀書社， 2004年10月， 163
頁。
14) 『中國地方志集成』山東縣志輯39,27頁。
15) 『中圏地方志集成』山東縣志輯47,鳳凰出版社・上海書店・巴蜀書社， 2004年10月， 36頁。
16) 『中國地方志集成』山東縣志輯47,36頁。
17) 『中圃地方志集成』山東縣志輯47,72頁。
18) 『中歯地方志集成』山東縣志輯47,86頁。許艇の田は同書， 131頁，同治『即墨縣志』巻
八，名宦，吏治に「許誕，琥静峰。武静，進士。萬暦六年知縣事，獨身之身，會旱至之タ
雨輔測清吏露定戸，則墾荒田招流，移築堤岸，通商艘載，螢軍禁術役，修志學文教，斐然，
任五年，陸兵部主事」とある。
19)同書， 248頁。
20) 『宮中椙薙正朝奏摺』第11輯，国立故宮博物院， 1978年9月， 411頁。
21) 『宮中棉廂正朝奏摺』第11輯， 140頁。
22) 王賽時『山東沿海開発史』齊魯書社， 2005年5月， 425~426頁。
23)山東省青島櫂案館蔵，偽青島市港務局「小港民船出D貨物噸数総帳J(番号33.1.919)
24)山東省青島椙案館蔵，偽青島市港務局「小港民船進口貨物噸数総帳」（番号33.1.912)
25)本稿において使用した『時事公報』は寧波大学文学院資料室が所蔵する複製本によった。
76 
閲覧に際して，同専門史研究所長王慕民教授，劉恒武副教授のお世話になった。記して謝
意を表したい。同資料室所蔵の元も古いのは第78号，中華民国9年 (1920) 8月17日付で
ある。出帆地は「本館設在寧波江北岸同興街中三百二十六琥」とある。
